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現在、日本ではセーフティネットを構成する雇用や社会保障制度から漏れ落ちている人々は少

なくない。それは、非正規労働者に代表されるようなワーキング・プア、長期失業者、学卒未就

業者、ひとり親といった人々である。その原因として、セーフティネットの機能不全や綻びがこ

れまでも指摘されてきたが、2008 年には世界同時不況、2009 年には政権交代など劇的な出来事

が起こり、セーフティネット改革の必要性はますます高まっている。 

 連合総研では、2007 年秋に「参加保障・社会連帯型の新しい社会政策・雇用政策の大綱に関

する研究委員会」を発足させ、約 2 年間にわたり中長期的な視点から新たなソーシャル・セー

フティネットのあり方、具体的な制度設計の検討を重ねてきた。その研究成果として、ディーセ

ントな社会の実現に向け、参加保障と社会連帯の理念にもとづく各層セーフティネットの政策提

言をとりまとめた。 
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